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1.背景と目的
ベトナム中部海岸平野に位置するホイアン（Hoi
An）1は，大航海時代，海のシルクロードの貿易拠
点となる港町として繁栄した（図1）。また，17世
紀初頭には日本の御朱印船も寄港し，往時には日本
人町が形成されていたことでも知られる。
日本の鎖国以降は，華僑街として繁栄した時期も
あったものの，港の堆積，船舶の大型化などの諸要
因により衰退し，開発から取り残されていった。加
えて，幸運にもベトナム戦争の戦禍を免れたことに
より，18世紀以降に建設された古い町並みが現存
している。
1991年，ベトナム政府の要請を受け，日本の文
化庁，昭和女子大学国際文化研究所，千葉大学を中
心とした国際共同研究グループが組織され，町並み
保存調査が開始された。
その後，ホイアン市および地元住民の熱心な町並
み保存への取り組みが結実し，ホイアンの旧市街は，
1999年12月開催の第23回世界遺産委員会におい
て，「古都ホイアン」として，ユネスコの世界遺産
リストに登録されるに至った。
町並み保存活動を開始する以前のホイアンは，過
疎化が進行する，鄙びた田舎町であった。しかし，
他国の多くの世界遺産と同様に，世界遺産リスト登
録を契機に観光客が激増した。世界遺産リスト登録
直前の1999年の年間観光客数は，約16万人であっ
たが，2012年には約139万人となり，今やベトナ
ム屈指の観光地となった2（図2）。この状況を受け，
観光客の増加に起因した，町の業種の観光産業化や
経済発展が起こっている。（図3）
しかし，その結果，既報3のとおり，本来の居住
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図1 ベトナム地図
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図2 ホイアンの年間観光客数（単位:人）
形式である店舗併用都市型住宅の崩壊，テナントへ
の1棟貸しによる居住者のいない町家の増加，店舗
面積拡大による居住環境の悪化，地元住民の減少と
外部の人の流入といった問題が生じている。
そして現在，これらの問題により，ホイアンのリ
ビングヘリテージとしての価値が脅かされ，町並み
と共に評価されている，ベトナム文化に華僑文化と
フランス植民地文化が融合したホイアン特有の伝統
的生活文化を伝承することが，困難になりつつある。
さらに，これまで堅調に増加していた観光客数が
2012年に減少に転じたこともあり，サスティナブ
ルな観光地としての発展を目指す行政も，過度に進
行する観光地化に違和感を抱き，現状に危機感を募
らせている。
そこで本稿では，観光客が考えるホイアンの町並
みおよび，ホイアン観光の魅力の把握を目的に，現
地を訪れた国内外の観光客に対しアンケート調査を
実施し，観光行動および，観光地としてのホイアン
の現状評価を整理する。さらに，それをもとにサス
ティナブルな観光地としてあり続けるための今後の
課題を検討する。
2.調査概要
2012年8月18日から26日までの9日間にわた
り，ホイアン市史跡管理事務所4の全面協力を得て，
昭和女子大学，千葉大学の協働チームが，調査を実
施した。
調査は，市から借用した世界遺産エリア内でも観
光客の往来の多いグエンタイホック通りに建つ
町家，グエンタイホック46番を会場として実
施した。
調査方法は，会場において，これまでのホイアン
の町並み保存活動の歴史および，観光地化の町への
影響の現状をパネルによって紹介するエキシビショ
ンを開催し，その展示を見終わった観光客に対しア
ンケートを実施した。必要に応じ，アンケート回答
者に対するインタビューも行った（図4）。
アンケートの主な内容は，自身の観光行動，ホイ
アンの町並み保存活動，観光産業などに関するもの
である（付録参照）。
3.回答者の属性
31.性別
ベトナム国内外併せて155人の観光客からアンケ
ートを回収した。
そのうち性別を回答したのは118人（76.1％）で，
その内訳は，男性58人（37.4％），女性60人（38.7％）
と，ほとんど差がなかった（表1）。
国内外の別でみると，ベトナム人は，男性9人
（33.3％），女性12人（44.4％）と，若干女性の方が
多かった。一方，外国人は男性49人（38.3％），女
性48人（37.5％）とほぼ同数であった。
（47）
4 1985年，ホイアンの旧市街が，国の文化財に指定されたことを受けて設立された，ホイアンの町並み保存活用を担当する
市の部局。
図3 ホイアンの町並みを散策する外国人観光客 図4 エキシビションの様子
32.年齢
回答者の年齢分布は，20歳代が54人（34.8％）
と最も多く，30歳代39人（25.2％），50歳代20人
（12.9％）と続いた（表2）。
ホイアンは歴史的町並みをメインの観光資源とし
ていることから，比較的年齢層の高い観光客が多い
と思われていた。しかし実際は，20歳代と30歳代
で93人（60％）であり，比較的若い大人で過半数
を超えた。
また，全体では，19歳以下および，70歳以上の
高齢者は少数であるが，ベトナム人にとっては国内
旅行であることもあり，70歳以上もみられた。
年齢を性別でみると，男性は 30歳代が 19人
（32.8％），20歳代が17人（29.3％）の順で，女性は
20歳代が29人（48.3％），30歳代が14人（23.3％）
の順であった。また，19歳以下は女性のみ，70歳
以上は男性のみであった。
33.国籍
外国人観光客の回答者は，多い順に，日本人43
人（27.7％），フランス人13人（8.4％），オーストラ
リア人10人（6.5％）であった（表3）。
2010年度のホイアンの国籍別外国人観光客数は，
多い順にオーストラリア，フランス，ドイツであり，
日本は第6位である（表45）。
しかし，今回の調査において日本人回答者が最多
であったことは，現地で調査に携わったメンバーが
日本人のみであり，エキシビション会場に日本人観
光客が入り易かったことに起因していると思われ
る。
一方，外国人観光客とほぼ同数が訪れていると考
（48）
5 2010年ホイアン市観光文化局調べ。観光客の国籍につ
いては，宿泊客のみを調査対象としているため，図2中
の2010年度の年間観光客数とは，数が異なる。
表2 年齢（単位:人 カッコ内は％）
19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答 合計
ベトナム人観光客 1（3.7） 11（40.7） 6（22.2） 3（11.1） 1（3.7） 2（7.4） 1（3.7） 2（7.4） 27（100）
外国人観光客 1（0.8） 43（33.6） 33（25.8） 14（10.9） 19（14.8） 11（8.6） 0（0） 7（5.5） 128（100）
合計 2（1.3） 54（34.8） 39（25.2） 17（11） 20（12.9） 13（8.4） 1（0.6） 9（5.8） 155（100）
表1 性別（単位:人 カッコ内は％）
男性 女性 無回答 合計
ベトナム人観光客 9（33.3） 12（44.4） 6（22.2） 27（100）
外国人観光客 49（38.3） 48（37.5） 31（24.2） 128（100）
合計 58（37.4） 60（38.7） 37（23.9） 155（100）
表4 2010年度国籍別外国人観光客数
順位 国名 人数 ％
1 オーストラリア 73,985 16.7
2 フランス 69,224 15.6
3 ドイツ 45,473 10.2
4 アメリカ 40,816 9.2
5 イギリス 29,860 6.7
6 日本 19,368 4.4
7 カナダ 15,304 3.4
8 タイ 15,211 3.4
9 ニュージーランド 14,182 3.2
10 オランダ 12,252 2.8
11 スウェーデン 9,358 2.1
12 中国 8,697 2.0
13 スペイン 8,188 1.8
14 シンガポール 6,884 1.6
15 デンマーク 6,856 1.5
16 スイス 6,842 1.5
17 イタリア 6,062 1.4
18 ベルギー 4,337 1.0
19 イスラエル 3,835 0.9
20 オーストリア 3,801 0.9
21 韓国 3,764 0.8
22 アイスランド 3,580 0.8
23 ノルウェー 3,125 0.7
24 フィンランド 2,407 0.5
25 ロシア 1,848 0.4
26 ポルトガル 1,443 0.3
27 インドネシア 963 0.2
28 タイ 599 0.1
― その他 25,572 5.8
合計 443,836 100
表3 国籍
順位 国名 人数 ％
1 日本 43 27.7
2 フランス 13 8.4
3 オーストラリア 10 6.5
4 ベトナム 27 17.4
5 中国 8 5.2
6 ドイツ 6 3.9
7 イギリス 6 3.9
8 スペイン 3 1.9
9 アメリカ 3 1.9
10 マレーシア 3 1.9
11 タイ 3 1.9
12 オランダ 2 1.3
13 ポルトガル 2 1.3
14 スイス 1 0.6
15 南アフリカ 1 0.6
16 トルコ 1 0.6
17 ブラジル 1 0.6
18 ニュージーランド 1 0.6
19 インドネシア 1 0.6
― その他 20 12.9
合計 155 100
えられる，国内旅行客であるベトナム人6のアンケ
ート回答者は，27人（17.4％）に留まった。
これは，ベトナム語版アンケート用紙を用意した
ものの，エキシビションの展示が英語と日本語であ
ったこと，ベトナム人にとってアンケート調査が不
慣れであることなどが要因であると考えられる。
4.観光行動
41.同行者
今回のホイアン観光の同行者を聞いたところ，ベ
トナム人では友人の8人（29.6％）が最も多く，次
いで独りの6人（22.2％）であった。
ここから，ベトナム人観光客にとってホイアンは，
観光旅行先というよりも，友人と連れ立って，また
は独りでふらりと気軽に散歩や遊びに来る繁華街と
いう位置づけであることがうかがえる。
一方の外国人観光客に最も多かったのは家族の
43人（33.6％）で，次いで独りの25人（19.5％）で
あった（表5）。
42.ホイアン訪問回数
ホイアンへ観光に訪れた回数については，全体で
は，初訪問の観光客が93人（60％）と最も多かった
（表6）。
国内外の別では，外国人観光客も初訪問が90人
（70.3％）と最多であった。しかし，ホイアンを2回
以上訪れているリピーターを合計すると36人（28.1％）
と，30％近くにのぼる。
一方，ベトナム人観光客は初めてが3人（11.1％）
と最も少なく，リピーターが多い。なかでも10回
以上のヘビーリピーターが8人（29.6％）で，2回
以上のリピーターと同数で最多となっており，安定
したリピーターを獲得している。
外国人観光客について，訪越回数とホイアン訪問
の頻度をみると，初訪越にもかかわらず，1回の滞
在中に2度，3度とホイアンを訪れている観光客が
いた（表7）。
また，リピーターについても，例えば訪越2回目
でホイアン訪問2回目のように，訪越回数とホイア
（49）
6 図2参照。
表5 同行者（単位:人 カッコ内は％）
ツアー等団体 家族 友人 彼女彼氏 独り 家族と友人 その他 無回答 合計
ベトナム人観光客 2（7.4） 4（14.8） 8（29.6） 2（7.4） 6（22.2） 1（3.7） 1（3.7） 3（11.1） 27（100）
外国人観光客 14（10.9） 43（33.6） 22（17.2） 21（16.4） 25（19.5） 0（0） 2（1.6） 1（0.8） 128（100）
合計 16（10.3） 47（30.3） 30（19.4） 23（14.8） 31（20.0） 1（0.6） 3（1.9） 4（2.6） 155（100）
表6 ホイアン訪問回数（単位:人 カッコ内は％）
初訪問 2回以上 5回以上 10回以上 その他無回答 合計
ベトナム人観光客 3（11.1） 8（29.6） 4（14.8） 8（29.6） 4（14.8） 27（100）
外国人観光客 90（70.3） 31（24.2） 3（2.3） 2（1.6） 2（1.6） 128（100）
合計 93（60.0） 39（25.2） 7（4.5） 10（6.5） 6（3.9） 155（100）
表7 訪越回数とホイアン訪問回数（単位:人）
ホイアン訪問回数
訪越回数
初訪問 2回目 3回目 4回目 5回以上 10回以上 無回答 合計
初訪越 73 2 2 0 0 0 0 77
2回目 9 9 0 0 0 0 0 18
3回目 5 5 2 0 0 0 0 12
4回目 0 2 0 2 0 0 0 4
5回以上 1 0 1 0 3 0 0 5
10回以上 0 1 2 0 0 0 0 3
ベトナム在住 0 1 1 0 0 1 1 4
無回答 2 0 0 1 0 1 1 5
合計 90 20 8 3 3 2 2 128
ン訪問回数が同数の観光客が目立ち，ホイアンはベ
トナムを代表する観光スポットとなっていた。
43.滞在日数
ホイアン訪問回数とホイアンの滞在日数は，ベト
ナム人観光客の場合， 2日以上の滞在が 9人
（33.3％），日帰りが 4人（14.8％），5日以上が 3人
（11.1％）の順であった（表8）。ベトナム人観光客の
場合は，国内旅行であることもあり，滞在日数は比
較的短い傾向にある。
外国人観光客の場合も，2日以上の滞在が71人
（55.5％）と最多で，過半数を超えていた（表9）。
一方，長期滞在については，5日以上の滞在は17
人（13.3％）であるが，それ以上の10日から30日
以上もみられ，5日以上の長期滞在の合計は34人
（26.6％）にのぼる。
また，全体的にホイアン訪問回数が多いほど滞在
が長期になる傾向にある。特に外国人観光客に，そ
の傾向が顕著である。
外国人観光客については，ホイアン初訪問では，
日帰りが16人（17.8％）みられるが，2回以上では，
日帰りは1人（3.2％）となり，それ以上の訪問回数
になると日帰り観光客はいなくなる。
また，訪問回数2回以上の場合は，17人（54.9％）
が5日以上滞在しており，さらに，それ以上のリピ
ーターになると，5日未満の滞在は1人（20％）と
なっていた。
44.ホイアン観光のきっかけ
ホイアンへ観光に訪れるきっかけ（複数回答）に
は，ベトナム人と外国人では顕著な相違がみられた
（表10）。
ベトナム人観光客は，口コミ11人（36.7％），お
よびウェブサイト9人（30％）が多く，その後にテ
レビ6人（20％）が続いた。その他の回答からは，
仕事がきっかけという意見もあった。
一方，外国人観光客は，旅行ガイドブック49人
（35.5％）が最多で，続いて口コミ38人（27.5％），
ウェブサイト16人（11.6％）の順であった。その他
の回答には，新聞記事を読んだから，ベトナムの歴
史に興味があるからといった，積極的な動機がみら
れる一方，旅行代理店の勧め，ダナンへ仕事に来た
ついでといった，消極的動機もあった。
テレビとウェブサイトでは，ベトナム人，外国人
（50）
表8 ベトナム人観光客のホイアン訪問回数と滞在日数（単位:人 カッコ内は％）
ホイアン滞在日数
ホイアン訪問回数
日帰り 2日以上 5日以上 10日以上 15日以上 20日以上 30日以上 その他 無回答 合計
初訪問 1（33.3） 2（66.7） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0 （0） 3（100）
2回以上 2（25.0） 4（50.0） 2（25.0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0 （0） 8（100）
5回以上 1（25.0） 0（0） 1（25.0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 2（50.0） 4（100）
10回以上 0（0） 3（37.5） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 5（62.5） 8（100）
その他無回答 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 4（100） 4（100）
合計 4（14.8） 9（33.3） 3（11.1） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 11（40.7） 27（100）
表9 外国人観光客のホイアン訪問回数と滞在日数（単位:人 カッコ内は％）
ホイアン滞在日数
ホイアン訪問回数
日帰り 2日以上 5日以上 10日以上 15日以上 20日以上 30日以上 その他 無回答 合計
初訪問 16（17.8） 58（64.4） 10（11.1） 3（3.3） 1（1.1） 1（1.1） 0（0） 0（0） 1（1.1） 90（100）
2回以上 1（3.2） 12（38.7） 6（19.4） 5（16.1） 3（9.7） 0（0） 3（9.7） 0（0） 1（3.2） 31（100）
5回以上 0（0） 0（0） 1（33.3） 0（0） 0（0） 0（0） 1（33.3） 0（0） 1（33.3） 3（100）
10回以上 0（0） 1（50.0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 1（50.0） 2（100）
その他無回答 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 1（50.0） 1（50.0） 2（100）
合計 17（13.3） 71（55.5） 17（13.3） 8（6.3） 4（3.1） 1（0.8） 4（3.1） 1（0.8） 5（3.9） 128（100）
表10 ホイアン観光のきっかけ（単位:人 カッコ内は％）
ウェブサイト ガイドブック テレビ 口コミ その他
ベトナム人観光客 9（30.0） 2（6.7） 6（20.0） 11（36.7） 2（6.7）
外国人観光客 16（11.6） 49（35.5） 4（2.9） 38（27.5） 31（22.5）
合計 25（14.9） 51（30.4） 10（6.0） 49（29.2） 33（19.6）
ともに，より多くの人がテレビよりもウェブサイト
をきっかけとしており，ウェブサイトは情報を得る
手段として一般的になっていた。しかし，外国人観
光客においては，ウェブサイトは必ずしも多数派で
はなく，旅行ガイドブックや口コミといった，従来
通りのアナログな手段が，併せて87人（63％）と
過半数を超えていた。
ホイアン観光のきっかけを年齢別にみると，ベト
ナム人の場合，ウェブサイトは年代に関係なく活用
されていることがわかった（表11）。また，20歳代
は多様な情報源を駆使して，情報を得ていた。
外国人で年代に関係なく活用していたのは，旅行
ガイドブックと口コミであった（表12）。一方，少
数派であるテレビをきっかけとしていたのは，20
歳代，30歳代と比較的若い世代であった。
さらに，ホイアン観光のきっかけを訪問回数別に
みる。
ベトナム人観光客では，訪問回数に関係なく，口
コミとウェブサイトがきっかけとされていた（表13）。
また，テレビをきっかけとしているのは，訪問回数
の少ない観光客であった。
外国人観光客においても同様に，口コミが訪問回
数に関係なく，まんべんなくきっかけとなっていた
（表14）。また，訪問回数が少ない観光客は，旅行ガ
イドブックやテレビを活用するものの，訪問回数が
5回以上になると，逆に旅行ガイドブックおよびテ
レビはきっかけにはなっていなかった。
訪問回数2回以上の観光客では，その他が18人
（58.1％）と過半数を超えているが，これはホイアン
訪問の主目的が出張や研修などであり，繰り返し訪
れているためであった。
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表11 ベトナム人観光客の年齢別きっかけ（単位:人 カッコ内は％）
年齢 ウェブサイト ガイドブック テレビ 口コミ その他
19歳以下 0 （0） 0（0） 0（0） 1（100） 0（0）
20歳代 4（26.7） 1（6.7） 4（26.7） 6（40.0） 0（0）
30歳代 2（33.3） 0（0） 0（0） 1（16.7） 3（50.0）
40歳代 0 （0） 0（0） 1（50.0） 1（50.0） 0（0）
50歳代 1（100） 0（0） 0（0） 0 （0） 0（0）
60歳代 2（100） 0（0） 0（0） 0 （0） 0（0）
70歳代 0 （0） 1（33.3） 1（33.3） 1（33.3） 0（0）
無回答 0 （0） 0（0） 0（0） 0 （0） 0（0）
合計 9（30.0） 2（6.7） 6（20.0） 10（33.3） 3（10.0）
表12 外国人観光客の年齢別きっかけ（単位:人 カッコ内は％）
年齢 ウェブサイト ガイドブック テレビ 口コミ その他
19歳以下 0（0） 1（50.0） 0（0） 1（50.0） 0（0）
20歳代 6（13.0） 12（26.1） 1（2.2） 11（23.9） 16（35.0）
30歳代 4（11.1） 13（36.1） 3（8.3） 14（38.9） 2（5.6）
40歳代 3（18.8） 7（43.8） 0（0） 4（25.0） 2（12.5）
50歳代 2（9.1） 11（50.0） 0（0） 5（22.7） 4（18.2）
60歳代 0（0） 2（20.0） 0（0） 3（30.0） 5（50.0）
無回答 1（14.3） 4（57.0） 0（0） 1（14.3） 1（14.3）
合計 16（11.5） 50（36.0） 4（2.9） 39（28.0） 30（21.6）
表13 ベトナム人観光客の訪問回数別きっかけ（単位:人 カッコ内は％）
訪問回数 ウェブサイト ガイドブック テレビ 口コミ その他
初訪問 1（33.3） 0（0） 1（33.3） 1（33.3） 0（0）
2回以上 4（44.4） 0（0） 3（33.3） 2（22.2） 0（0）
5回以上 1（25.0） 0（0） 0（0） 2（50.0） 1（25.0）
10回以上 2（18.2） 2（18.2） 1（9.1） 4（36.4） 2（18.2）
無回答 1（33.3） 0（0） 1（33.3） 1（33.3） 0（0）
合計 9（30.0） 2（6.7） 6（20.0） 10（33.3） 3（10.0）
表14 外国人観光客の訪問回数別きっかけ（単位:人 カッコ内は％）
訪問回数 ウェブサイト ガイドブック テレビ 口コミ その他
初訪問 13（13.1） 44（44.4） 3（3.0） 27（27.3） 12（12.1）
2回以上 1（3.2） 5（16.1） 1（3.2） 6（19.4） 18（58.1）
5回以上 0（0） 0（0） 0（0） 3（100） 0（0）
10回以上 1（33.3） 0（0） 0（0） 2（66.7） 0（0）
無回答 1（25.0） 1（25.0） 0（0） 1（25.0） 1（25.0）
合計 16（11.4） 50（35.7） 4（2.9） 39（27.9） 31（43.4）
45.訪れた観光スポット
世界遺産エリア内および周辺の主要観光スポット
について，今回の観光で，どこへ観光に行ったのか
を聞いた（複数回答。表15）。
ベトナム人観光客は多い順に，日本橋（図5），チ
ャンフー129番の家（図6），ハンドクラフトワーク
ショップハウス（図7），チャンフー77番の家（図8），
クアダイ海岸（図9）であった。
一方の外国人観光客は多い順に，日本橋，タンキ
ーハウス（図10），中華会館（図11），ハンドクラフ
トワークショップハウス，貿易陶磁博物館（図12）
であった。
ベトナム人，外国人ともに，訪れた観光客が最も
多かった観光スポットは日本橋であった。ベトナム
人観光客では14人（87.5％），外国人観光客では77
人（75.5％）が訪れていた。
ただし，アンケートに回答した時点では，これか
ら行く予定だと話していた観光客もいた。日本橋は
ホイアンのシンボルであり，ホイアンで最も有名な
観光スポットである。以上から，実際に訪れる観光
客の比率は，さらに高いと考えられる。
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表15 訪れた観光スポット別人数
観光スポット
ベトナム人観光客 外国人観光客 全体
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
日本橋 14 87.5 77 75.5 91 77.1
タンキーハウス 4 25.0 35 34.3 39 33.1
中華会館 2 12.5 28 27.5 30 25.4
ハンドクラフトWSハウス 6 37.5 20 19.6 26 22.0
貿易陶磁博物館 4 25.0 20 19.6 24 20.3
チャンフー129番の家 9 56.3 14 13.7 23 19.5
フンフンの家 4 25.0 19 18.6 23 19.5
広肇会館 2 12.5 19 18.6 21 17.8
クアダイ海岸 5 31.3 16 15.7 21 17.8
チャン氏廟 2 12.5 18 17.6 20 16.9
チャンフー77番の家 5 31.3 11 10.8 16 13.6
福建会館 1 6.3 15 14.7 16 13.6
布市場 0 0 16 15.7 16 13.6
関公廟 4 25.0 11 10.8 15 12.7
バレイ井戸 3 18.8 11 10.8 14 11.9
サフィーン博物館 4 25.0 10 9.8 14 11.9
カムフォー寺 2 12.5 11 10.8 13 11.0
フレンチコロニアル 4 25.0 9 8.8 13 11.0
ファットホック寺 2 12.5 11 10.8 13 11.0
伝統民族舞踏 2 12.5 10 9.8 12 10.2
クアンアン寺 4 25.0 7 6.9 11 9.3
歴史博物館 3 18.8 7 6.9 10 8.5
海南会館 2 12.5 6 5.9 8 6.8
潮州会館 2 12.5 6 5.9 8 6.8
アンホイ 1 6.3 7 6.9 8 6.8
チン氏廟 1 6.3 6 5.9 7 5.9
明郷廟 3 18.8 3 2.9 6 5.1
日本人の墓 1 6.0 4 3.9 5 4.2
その他 0 0 4 3.9 4 3.4
ホイアン教会 2 12.5 0 0 2 1.7
ホイアン福音教会 0 0 2 2.0 2 1.7
川 0 0 2 2.0 2 1.7
バスステーション 0 0 2 2.0 2 1.7
カオダイ寺 0 0 1 1.0 1 0.8
チュックタイン寺 1 6.3 0 0 1 0.8
（53）
図6 チャンフー129番の家 2009年に修復
された町家。生活空間も復元し，観光客に家屋
内部を公開している。
図7 ハンドクラフトワークショップハウス
伝統芸能の鑑賞や工芸品であるランタンづく
りなどができる体験型観光施設。
図8 チャンフー77番の家 商家時代の状態
が良好に保存されている町家。町並み保存開始
当時，既に家屋内部を公開していた。
図9 クアダイ海岸 世界遺産エリアから約4
km東に位置する。海水浴ができる。オプショ
ナルツアーで人気のチャム島7が見える。
図10 タンキーハウス 商家として繁栄した
当時の様子を留め，チャンフー77番の家と同
様，早くから家屋内部を公開している。
図11 中華会館 現在もホイアンの華僑には
出身地ごとの集会所があるが，中華会館は華僑
全体の集会所である。
図12 貿易陶磁博物館 町家を博物館に転用。
周辺地域で発掘された陶磁器が展示されている。
日本の町家修復の初協力事例である。
図5 日本橋 日越交流史を物語るシンボル。
寺院が付属し，屋根がついている。市章や
20,000ドン札のデザインにも使用されている。
7 ホイアン沖の東，約28kmにある。現在は観光地化し，村の散策，展示館の見学，マリンスポーツ等ができる。
訪れた観光スポットを比べると，ベトナム人観光
客と外国人観光客では，興味に若干の違いがあった
（表16）。
前述のとおり，ベトナム人，外国人ともに最も訪
れた観光客が多かったのは日本橋であるが，次いで
人気が高かったのは町家であった。家屋内部を公開
している町家は保存状態が良好で，生活様式も知る
ことができ，さらに建物からは歴史やホイアン特有
の文化の融合がうかがえる点からも，人気が高い。
ベトナム人観光客には，中華会館をはじめとする
華僑系の観光スポットの人気が低いなど，興味に一
定の傾向がみられた。しかし，外国人観光客は，種
類にとらわれず，多様な観光スポットをまんべんな
く観光する傾向にあった。
また，今回外国人観光客が訪れた観光スポットと，
主に活用している旅行ガイドブックの掲載内容とを
比較した。その結果，外国人観光客が訪れた上位の
観光スポットと，掲載されている観光スポットが重
複していた。特に，各項目の一番初めに掲載されて
いる観光スポットが上位に入っている。
訪れた観光スポットを訪問回数別にみた場合，リ
ピーターにおいても日本橋は首位であり，「ホイア
（54）
8 ロンリープラネット（LonelyPlanet）:ロンリープラネット社発行。1973年創刊。発行部数は，英語版旅行ガイドブック
では，シェア世界第一位である。
地球の歩き方:ダイヤモンドビッグ社発行。1979年創刊。日本で刊行されている主要旅行ガイドブックのひとつ。
表16 訪れた観光スポットの順位と旅行ガイドブック8との比較
ベトナム人観光客 外国人観光客 ロンリー
プラネット
地球の
歩き方順位 観光スポット 種類 順位 観光スポット 種類
1位 日本橋 史跡 1位 日本橋 史跡 ● ●
2位 チャンフー129番の家 町家 2位 タンキーハウス 町家 ● ○
3位 ハンドクラフトWSハウス 観光施設 3位 中華会館 華僑系 ○ ○
4位 チャンフー77番の家 町家 4位 貿易陶磁博物館 博物館 ● ●
4位 クアダイ海岸 その他 4位 ハンドクラフトWSハウス 観光施設 ● ●
6位 サフィーン博物館 博物館 6位 広肇会館 華僑系 ○ ○
6位 貿易陶磁博物館 博物館 6位 フンフンの家 町家 ○ ○
6位 フンフンの家 町家 8位 チャン氏 町家 ○ ○
6位 タンキーハウス 町家 9位 布市場 ショッピング ● ○
6位 クアンアン寺 宗教系 9位 クアダイ海岸 その他 ○ ○
6位 関公 宗教系 11位 福建会館 華僑系 ● ●
6位 フレンチコロニアル 史跡 12位 チャンフー129番の家 町家
13位 歴史博物館 博物館 13位 チャンフー77番の家 町家 ○ ●
13位 明郷 華僑系 13位 関公 宗教系 ● ●
13位 バレイ井戸 史跡 13位 バレイ井戸 史跡 ○ ○
16位 カムフォー寺 宗教系 13位 カムフォー寺 宗教系
16位 ファットホック寺 宗教系 13位 ファットホック寺 宗教系
16位 ホイアン教会 宗教系 18位 サフィーン博物館 博物館 ○ ○
16位 広肇会館 華僑系 18位 伝統民族舞踏 観光施設 ○
16位 中華会館 華僑系 20位 フレンチコロニアル 史跡 ○
16位 海南会館 華僑系 21位 歴史博物館 博物館 ○ ○
16位 潮州会館 華僑系 21位 クアンアン寺 宗教系
16位 チャン氏 町家 21位 アンホイ その他
16位 伝統民族舞踏 観光施設 24位 潮州会館 華僑系 ○ ○
25位 チン氏 町家 24位 海南会館 華僑系 ○ ○
25位 日本人の墓 史跡 24位 チン氏 町家
25位 チュックタイン寺 宗教系 24位 その他 その他
25位 福建会館 華僑系 28位 日本人の墓 史跡 ○
25位 アンホイ その他 29位 明郷 華僑系
30位 ホイアン福音教会 宗教系 30位 ホイアン福音教会 宗教系
30位 カオダイ寺 宗教系 30位 川 その他
30位 布市場 ショッピング 30位 バスステーション その他
30位 バスステーション その他 33位 カオダイ寺 宗教系 ○
30位 川 その他 34位 チュックタイン寺 宗教系 ○
30位 その他 その他 34位 ホイアン教会 宗教系
凡例 ○:記事が掲載されている観光スポット
●:町家や博物館など各項目の最初に掲載されている観光スポット
ンに来たら日本橋」のように，日本橋を特別な存在
としている意識がうかがえる（表17）。
また，リピーターになると，明郷や潮州会館と
いった世界遺産エリア内でも，比較的外側にある観
光スポットや，アンホイなどの世界遺産エリアの外
にも行くなど，観光行動の範囲が拡大していた。
46.参加したオプショナルツアー
オプショナルツアーに参加した観光客は，ベトナ
ム人では12人（44.4％），外国人では50人（39.1％）
であった（表18）。
参加したオプショナルツアーの内容については，
チャム島へのツアーが，ベトナム人観光客ではオプ
ショナルツアー参加者12名中5人（41.7％），外国
人観光客では，50人中15人（30％）と最も多かっ
（55）
表17 訪問回数別訪れた観光スポット（単位:人）
観光スポット
ベトナム人観光客 外国人観光客
合計
初訪問 リピーター 訪問回数無回答 小計 初訪問 リピーター 訪問回数無回答 小計
日本橋 2 12 0 14 54 23 0 77 91
タンキーハウス 0 4 0 4 23 11 1 35 39
中華会館 0 2 0 2 20 8 0 28 30
ハンドクラフトWSハウス 2 4 0 6 13 7 0 20 26
貿易陶磁博物館 0 4 0 4 11 8 1 20 24
チャンフー129番の家 0 9 0 9 10 4 0 14 23
フンフンの家 0 4 0 4 16 3 0 19 23
広肇会館 0 2 0 2 12 7 0 19 21
クアダイ海岸 0 4 1 5 8 7 1 16 21
チャン氏 1 1 0 2 10 7 1 18 20
チャンフー77番の家 0 5 0 5 7 4 0 11 16
福建会館 0 1 0 1 7 8 0 15 16
布市場 0 0 0 0 10 6 0 16 16
関公 0 4 0 4 7 3 1 11 15
バレイ井戸 1 2 0 3 7 4 0 11 14
サフィーン博物館 1 2 1 4 5 5 0 10 14
カムフォー寺 0 2 0 2 7 4 0 11 13
フレンチコロニアル 0 4 0 4 5 4 0 9 13
ファットホック寺 0 2 0 2 5 6 0 11 13
伝統民族舞踏 1 1 0 2 7 3 0 10 12
クアンアン寺 1 3 0 4 2 5 0 7 11
歴史博物館 0 3 0 3 4 3 0 7 10
海南会館 0 1 1 2 2 4 0 6 8
潮州会館 0 2 0 2 1 5 0 6 8
アンホイ 0 1 0 1 3 4 0 7 8
チン氏 0 1 0 1 4 2 0 6 7
明郷 0 2 1 3 0 3 0 3 6
日本人の墓 0 1 0 1 2 2 0 4 5
その他 0 0 0 0 1 3 0 4 4
ホイアン教会 0 2 0 2 0 0 0 0 2
ホイアン福音教会 0 0 0 0 2 0 0 2 2
川 0 0 0 0 2 0 0 2 2
バスステーション 0 0 0 0 0 2 0 2 2
カオダイ寺 0 0 0 0 0 1 0 1 1
チュックタイン寺 0 1 0 1 2 0 0 2 3
表18 オプショナルツアー参加者（単位:人 カッコ内は％）
参加 不参加不明 合計
ベトナム人観光客 12（44.4） 15（55.6） 27（100）
外国人観光客 50（39.1） 78（60.9） 128（100）
合計 62（40.6） 93（59.4） 155（100）
た（表19）。ベトナム人では評価がわれたが，外国
人には概ね好評であった。しかし，「ツアー代が高
すぎる」といった意見もあった。
次に参加者が多かったのは，ミーソン遺跡10への
ツアーであった。このツアーに関しては，「素晴ら
しい」といった高評価が多かったが，一方では，
「滞在時間が短すぎる」といった意見もあった。こ
れは，見ごたえのある遺跡ゆえに表出した不満だと
思われる。
料理教室はミーソン遺跡と同数の参加者であった。
評価は，「とても楽しかった」，「素晴らしい」とい
った高評価のみで，否定的な意見はみられなかった。
オプショナルツアーのなかでは，料理教室の評価が
最も高かった。
また，外国人観光客では，初訪問の観光客を中心
に，多様なオプショナルツアーに参加する傾向にあ
ったが，リピーターも少なからず参加していた。
逆に，ベトナム人観光客は，初訪問の際のオプシ
ョナルツアーへの参加は少なく，むしろリピーター
の参加が多かった。
ホイアンの滞在日数別のオプショナルツアーへの
参加については，滞在日数が短いと時間が足りずに
参加しないといった状況もみられず，滞在日数の長
短に関係なく参加者があった（表20）。
オプショナルツアーに対する全体的な意見には，
「楽しかった」といった良好な評価も多い一方，「ツ
アー代が高い」などの不満もあった。
また，「まだ良くない」，「もっと良くすることが
できる」というような，今後の改善や可能性に期待
する意見も散見された。
5.町並み保存に対する評価と町並みの印象
町並み保存に関する評価は，「良い」が最も多く，
ベトナム人観光客では8人（29.6％），外国人観光客
では37人（28.9％）であった。また，「とても良い」
を併せるとベトナム人14人（51.8％），外国人70人
（54.7％）と双方ともに過半数を超えた（表21）。
一方の悪い評価は，ごく少数しかなかったが，国
内外で評価がわかれた。外国人観光客のみに，「悪
い」1人（0.8％），「とても悪い」3人（2.3％）の評
価があり，外国人観光客の方が厳しい評価を下して
いた。
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9 ひとりで複数のオプショナルツアーに参加した観光客がいるため，合計は表18のオプショナルツアー参加者数を上まわ
る。
10 ホイアンの南西約40kmにある，2世紀末から17世紀にかけて栄えたチャンパ王国の遺跡。ホイアンと同じ第23回世界
遺産委員会において，「ミーソン聖域」として世界遺産リストに掲載された。
11 該当者がない欄には数字が入っていない。表8参照。
表19 参加したオプショナルツアー9（単位:人 カッコ内は％）
チャム島 ミーソン遺跡 料理教室 ダイビング 農業体験 ボートトリップ サイクリング その他
ベトナム
人観光客
初訪問 0 1 0 0 0 0 0 0
リピーター 4 0 2 1 2 0 1 3
訪問回数無回答 1 0 0 0 0 0 0 0
小計 5（41.7） 1（8.3） 2（16.7） 1（8.3） 2（16.7） 0（0） 1（8.3） 3（25.0）
外国人
観光客
初訪問 12 12 7 5 4 2 2 4
リピーター 3 2 5 3 1 2 0 0
その他 0 0 1 0 0 0 0 0
小計 15（30.0） 14（28.0） 13（26.0） 8（16.0） 5（10.0） 4（8.0） 2（4.0） 4（8.0）
合計 20（32.3） 15（24.2） 15（24.2） 9（14.5） 7（11.3） 4（6.5） 3（4.8） 7（11.3）
表20 ホイアン滞在日数とオプショナルツアー
参加者11（単位:人 カッコ内は％）
ホイアン滞在日数
オプショナルツアー参加者数
ベトナム人観光客 外国人観光客
日帰り 2（16.7） 4 （8.0）
2日以上 4（33.3） 31（62.0）
5日以上 3（25.0） 6（12.0）
10日以上 ― 0 （0）
15日以上 ― 2 （4.0）
20日以上 ― 1 （2.0）
30日以上 ― 2 （4.0）
その他 ― 3 （6.0）
無回答 3（25.0） 1 （2.0）
合計 12（100） 50（100）
評価を訪問回数別にみると，ベトナム人観光客で
は，リピーターの意見がわかれている一方，初訪問
の観光客は良い評価をしていた（表22）。
外国人観光客は，リピーターは，「とても良い」
と「良い」が併せて24人（63.2％）と高評価をして
いる。しかし一方の初訪問の観光客のなかには，
「とても悪い」の評価もあり，総じてリピーターよ
りも評価が低くなっていた（表23）。
しかし，町並み保存に高評価をした観光客からも，
「『世界遺産の町並み』と聞いて，落ちついた歴史的
な町並みを期待して来たが，町全体がテーマパーク
みたい」，「まるで映画のセットのよう」，「住民の真
の生活が見えない」，「うるさい」といった意見も散
見された。これらは，特に外国人観光客に多かった。
6.観光産業に対する評価
61.土産物店
観光産業に関しては，その大多数を占める土産物
店および，近年，増加傾向にある飲食店について評
価を尋ねた。
土産物店の全体的な評価は，悪い評価もあるが，
概ね良好であった。「良い」が最も多く，ベトナム
人は12人（44.4％），外国人は57人（44.5％）であっ
た（表24）。次に多いのは「普通」で，ベトナム人
は7人（25.9％），外国人は34人（26.6％）であった。
訪問回数別では，ベトナム人，外国人ともに，「良
い」，「普通」の順に評価されており，リピーターに，
「悪い」の評価が，ごく少数みられた（表25，表26）。
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表21 町並み保存に対する評価（単位:人 カッコ内は％）
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い その他 無回答 合計
ベトナム人観光客 6（22.2） 8（29.6） 3（11.1） 0（0） 0（0） 0（0） 10（37） 27（100）
外国人観光客 33（25.8） 37（28.9） 21（16.4） 1（0.8） 3（2.3） 5（3.9） 28（21.9） 128（100）
合計 39（25.2） 45（29.0） 24（15.5） 1（0.6） 3（1.9） 5（3.2） 38（24.5） 155（100）
表22 訪問回数別ベトナム人観光客による町並み保存の評価（単位:人 カッコ内は％）
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い その他 無回答 合計
初訪問 0（0） 2（66.7） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 1（33.3） 3（100）
リピーター 6（30.0） 6（30.0） 2（10.0） 0（0） 0（0） 0（0） 6（30.0） 20（100）
訪問回数無回答 0（0） 0（0） 1（25.0） 0（0） 0（0） 0（0） 3（75.0） 4（100）
合計 6（22.2） 8（29.6） 3（11.1） 0（0） 0（0） 0（0） 10（37.0） 27（100）
表23 訪問回数別外国人観光客による町並み保存の評価（単位:人 カッコ内は％）
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い その他 無回答 合計
初訪問 21（23.9） 24（27.3） 15（17.0） 1（1.1） 3（3.4） 3（3.4） 21（23.9） 88（100）
リピーター 12（31.6） 12（31.6） 6（15.8） 0（0） 0（0） 2（5.3） 6（15.8） 38（100）
訪問回数無回答 0（0） 1（50.0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 1（50.0） 2（100）
合計 33（25.8） 37（28.9） 21（16.4） 1（0.8） 3（2.3） 5（3.9） 28（21.9） 128（100）
表24 土産物店に対する評価（単位:人 カッコ内は％）
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い その他 無回答 合計
ベトナム人観光客 3（11.1） 12（44.4） 7（25.9） 1（3.7） 0（0） 1（3.7） 3（11.1） 27（100）
外国人観光客 25（19.5） 57（44.5） 34（26.6） 2（1.6） 1（0.8） 4（3.1） 5（3.9） 128（100）
合計 28（18.1） 69（44.5） 41（26.5） 3（1.9） 1（0.6） 5（3.2） 8（5.2） 155（100）
表25 訪問回数別ベトナム人観光客による土産物店の評価（単位:人 カッコ内は％）
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い その他 無回答 合計
初訪問 0（0） 2（66.7） 1（33.3） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 3（100）
リピーター 3（15.0） 8（40.0） 6（30.0） 1（5.0） 0（0） 1（5.0） 1（5.0） 20（100）
訪問回数無回答 0（0） 2（50.0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 2（50.0） 4（100）
合計 3（11.1） 12（44.4） 7（25.9） 1（3.7） 0（0） 1（3.7） 3（11.1） 27（100）
表26 訪問回数別外国人観光客による土産物店の評価（単位:人 カッコ内は％）
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い その他 無回答 合計
初訪問 17（18.9） 40（44.4） 23（25.6） 0（0） 1（1.1） 4（4.4） 5（5.6） 90（100）
リピーター 6（16.7） 16（44.4） 11（30.6） 1（2.8） 0（0） 2（5.6） 0（0） 36（100）
訪問回数無回答 1（50.0） 0（0） 0（0） 1（50.0） 0（0） 0（0） 0（0） 2（100）
合計 24（18.8） 56（43.8） 34（26.6） 2（1.6） 1（0.8） 6（4.7） 5（3.9） 128（100）
しかし，良い評価をした外国人観光客からも，
「土産物店が多過ぎる」といった土産物店の数に関
する意見のほか，「同じ商品ばかりで興味が湧かな
い」，「皆，同じ。それは伝統的文化や経済，生活様
式を壊している」，「アジアの他の国でも売っている
物がある」，「ホイアンならではの物がない」といっ
た商品の個性に関する批判も，多数あった。
また，「売り子が強引すぎる」，「売り子が地元の
人ではなく，町のことを知らない」といった，土産
物店の従業員に対する意見もあった。
62.飲食店
飲食店については，ベトナム人，外国人ともに，
「悪い」，「とても悪い」と評価した観光客はいなか
った。
最も多かった評価は，「良い」で，ベトナム人は
14人（51.9％），外国人は64人（50％）で，ともに
過半数を超えていた。また，「とても良い」を併せ
ると，ベトナム人は20人（74.1％），外国人は110人
（85.9％）と，土産物店よりも高評価であった（表27）。
また，訪問回数別にみると，ベトナム人，外国人
ともにリピーターの方が若干，評価が低くなってい
た（表28，表29）。
飲食店については概して高評価であり，「とても
美味しい」といった意見が散見された。「ローカル
フードはどれも美味しい」，「露天や市場でローカル
フードを食べた」，「レストランは高いが，屋台の料
理は安くて美味しい」といった，ローカルフードや，
住民が日常的に利用する露店や市場での食事に対し，
好意的な意見が多かった。しかしなかには，「観光
地化され過ぎ」，「時々，不当に高い」といった過度
の観光地化を非難する意見や，「ベトナム料理以外
のレストランが多い」といった批判もあった。
7.ホイアン観光に期待したこと
ホイアン観光に期待してきたことは，類似意見を
集約したうえで，以下の表に分類した（表30）。
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表27 飲食店に対する評価（単位:人 カッコ内は％）
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い その他 無回答 合計
ベトナム人観光客 6（22.2） 14（51.9） 1（3.7） 0（0） 0（0） 0（0） 6（22.2） 27（100）
外国人観光客 46（35.9） 64（50.0） 7（5.5） 0（0） 0（0） 8（6.3） 3（2.3） 128（100）
合計 52（33.5） 78（50.3） 8（5.2） 0（0） 0（0） 8（5.2） 9（5.8） 155（100）
表28 訪問回数別ベトナム人観光客による飲食店の評価（単位:人 カッコ内は％）
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い その他 無回答 合計
初訪問 1（33.3） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 2（66.7） 3（100）
リピーター 4（20.0） 13（65.0） 1（5.0） 0（0） 0（0） 0（0） 2（10.0） 20（100）
訪問回数無回答 1（25.0） 1（25.0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 2（50.0） 4（100）
合計 6（22.2） 14（51.9） 1（3.7） 0（0） 0（0） 0（0） 6（22.2） 27（100）
表29 訪問回数別外国人観光客による飲食店の評価（単位:人 カッコ内は％）
とても良い 良い 普通 悪い とても悪い その他 無回答 合計
初訪問 30（33.3） 47（52.2） 4（4.4） 0（0） 0（0） 6（6.7） 3（3.3） 90（100）
リピーター 14（38.9） 17（47.2） 3（8.3） 0（0） 0（0） 2（5.6） 0（0） 36（100）
訪問回数無回答 2（100） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 2（100）
合計 46（35.9） 64（50.0） 7（5.5） 0（0） 0（0） 8（6.3） 3（2.3） 128（100）
表30 ホイアン観光に期待したこと
町並み

建築物
静かで伝統的な町並み，オリジナルで静かなベト
ナムの町，もっとローカルな町，保存されている
古く特別なホイアンの宝，美しい町並みを見る，
歴史的町並みを見る，個性的な場所，景観，建築
物，歴史的建造物
交流

生活文化
地元住民との交流，現地の人とコミュニケーショ
ンをとること，商売ではないアクティブな人々の
生活，もっとローカルな生活，リアルなベトナム
の人々，伝統的な職で働く地元の人々
歴史
歴史を体験する，過去に日本人町があった遺跡
痕跡，芸術伝統文化
アクティ
ビティ
のんびりとした散歩，路地散策，名物料理を食べ
ること，郷土料理，ショッピング，ビーチ
くつろぎ
癒し，リラックス，休息，スローな時間の流れを
満喫する
雰囲気 町の雰囲気，古い感じ，静けさ，美しさ
イベント ランタン祭，ホイアンフェスティバル
その他 ベトナムの新発見，一度見たかった
記述からは，観光客は世界遺産の町並みや町並み
を構成している歴史的建造物に関心を持っているの
は当然のこと，無形文化財である伝統文化や郷土料
理へも期待していることが読み取れた（図13）。
さらに，本来は観光資源ではない生活文化や住民
との交流にも興味を持っていることから，観光客は
ホイアンをリビングヘリテージとしてとらえ，ホイ
アンの多面的魅力を幅広く体感することを期待して
いる様子もうかがえた。この傾向は，特に外国人観
光客に強かった。
8.まとめ
1）観光地としての訴求力
サスティナブルな観光地を目指すホイアン市は，
2012年に観光客が減少に転じたことを大変危惧し
ている。
しかし，観光客には世界遺産の町並みは高く評価
されており，歴史的資産は観光資源となり得ている
こと，マリンスポーツも可能な複合的観光地だと認
識されていること，オプショナルツアーも観光産業
として根付いていることなど，観光客に対する訴求
力はいまだに十分であることがわかった（図14）。
また，サスティナブルな観光地にとって必要不可欠
なリピーターも獲得できていることも把握できた。
以上を踏まえると，今後，観光地としての評価を
維持していくうえで重要なものは，オプショナルツ
アーである。
なかでも料理教室は既存の飲食店においては容易
に始められるため歴史も長く，開催している飲食店
も多い。そのため，改良が加えられてきたうえに，
競争原理も生まれ，内容の充実，サービスの向上，
料金の適正化が起こった結果，オプショナルツアー
のなかでは完成度が高く，参加者の満足度も高くな
っている。
一方，料理教室以外のオプショナルツアーは，ツ
アー内容と観光客とのニーズにずれがあるなど，開
発途上といった感がある。しかし，これは逆にいえ
ば，高いポテンシャルを有しているとも考えられ，
今後の展開が期待される。
2）ベトナム人と外国人観光客のホイアンに対する
評価の相違
ベトナム人観光客はホイアンを観光地というより
も繁華街のようにとらえており，一方の外国人観光
客は観光地，殊にリビングヘリテージの観光地とし
て認識している。この点において，両者の顕著な相
違があきらかになった。
実際，ベトナム人観光客は，町並み保存の評価の
いかんにかかわらず，何度もホイアンを訪れており，
観光地化が進行している様を経済発展と受けとめ，
現在のホイアンを賑やかで活気があると好意的に受
け入れている。
しかし，外国人観光客は町に対し好感を持った場
合はリピーターとなる一方，期待したイメージ「落
ち着いた雰囲気の歴史的町並み」と，著しい観光地
化に伴い，外部の人を中心とした観光産業従事者に
よる積極的な経済活動が行われ，俗化が進み，住民
の減少により生活文化が感じられにくい現状との間
にギャップを感じた場合には，批判的な評価を下し
ていた（図15）。
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図13 カオラウ ホイアンの郷土料理の代表。
米粉から作られたに少量の濃い汁を絡めて食
べる。製の際にホイアンの井戸水が欠かせな
いため，ホイアン以外では作ることができない。
図14 日本の技術協力によって修景された
世界遺産エリア内の一角
3）リピーターと口コミの重要性
ホイアンは，けっして便利な立地の観光地とはい
えず，わざわざ赴く場所である。
それにもかかわらず，ベトナム人，外国人観光客
の双方に，リピーターが少なからずおり，そのリピ
ーターは，再訪であるにもかかわらず観光行動をし，
殊に外国人は滞在も長いことが把握できた。
サスティナブルな観光地として展開していくため
に，リピーターのさらなる確保が必要であることは
言うまでもないが，そのためには，初めて訪れる観
光客が期待するリビングヘリテージとしてのホイア
ンのイメージを裏切らないような町づくりを続け，
リピーターを育てることが肝要である。
また，分析からは，国内外問わず，新規観光客の
獲得には口コミが重要であるとわかった。しかし，
有用な口コミは訪れた観光客が持つ印象にかかって
おり，否定的評判はサスティナブルな観光地として
の展開に悪影響を及ぼす危険もはらんでいる。
4）町並みの形骸化の認識
ホイアン観光に観光客は，「もっとローカルな生
活」，「地元住民との交流」などを期待していた。し
かし，「テーマパーク」，「映画のセット」と評され
るように，生活感の希薄さ，すなわち，既報12にお
いて指摘した町並みの形骸化の進行を観光客も感じ
取っていることがあきらかになった。
9.今後の課題
今回の調査から，メインの観光資源である町並み
については，行政と住民により確実に保存がなされ
ているものの，産業をはじめとする町並み以外の観
光地化や，リビングヘリテージとしての価値を脅か
す住民の減少などへの対応は後手に回っている様子
がうかがえる。町並み保存自体は良好なだけに，惜
しい状況である。
また，サスティナブルな観光地を目指すのであれ
ば，より経済効果の高い外国人観光客の安定的な獲
得は必須である。よって，外国人観光客が期待する
リビングヘリテージとしてのホイアンを維持し，提
供しなければならない。
そのため今後は町並みに留まらず，土産物なども
含めたホイアンならではの観光資源を守り育むシス
テムおよび，総合的なホイアン特有の文化の伝承を
担う地元住民が住み続けられる対策を講じ，リビン
グヘリテージとしての価値を維持していく必要がある。
本研究は，文部科学省科学研究費助成研究「ベトナム
ホイアンの伝統的町並みに対する観光地化の影響」（課題
番号22560626 基盤（C） 研究代表者内海佐和子 平
成22～24年度）による研究成果である。
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図15 増加する外部資本による土産物店
外部資本による観光産業の店舗はスタイリッシ
ュであることが多い。また，ホイアンが属する
クアンナム省の文化スポーツ観光局によると，
ホイアンで売られている土産物の90％が中国
製であるという。
12 参考文献1および2
付録アンケート用紙
（英語版）
（ベトナム語版）
（うつみ さわこ 総合教育センター）
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